
1 2 3

1

2

3

重層的支援体制整備事業令和8年度から実施

　暮らしの中の悩みは、一つとは限らず、いくつもの問題が重なり合うことがあります。町では、第3次芳賀町
地域福祉計画・地域福祉活動計画に基づき、その一つひとつを地域全体で受け止め、必要な支援につなぐ仕組
み作りを進めています。

　「介護」「子育て」「障がい」などの分野を越えて、町の各部署や関係機関が連携し、必要な支援
につなぐ仕組みです。
　「どこに相談したら良いか分からない」というときは、まずは身近な窓口へ。相談を受けた窓口
が内容に応じて必要な部署や支援機関につなぎ、一緒に支援の方法を考えます。

　家族、仕事、お金、健康のこと。いくつもの悩みが重なると、どこに相談すれば良いのか分からなくなることがあります。

　子どもから高齢者まで、障がいの有無に関わらず、誰もが地域の一員です。
　暮らしの困り事を、制度や分野ごとに分けることなく、町や支援機関・
地域が一緒に受け止める。困った時に誰かとつながれる。そんな、誰もが
安心して自分らしく暮らせる「地域共生社会」を目指します。

介護とひきこもり、子育てと生活の不安など、複数の問題が一人の
暮らしや一つの家庭の中で同時に起こることもあります。

いつもと違う様子に
目を向ける

「大丈夫？」と
無理なく声をかける

一人で抱え込まず、
相談先へつなぐ

問健康福祉課福祉係　☎028（677）1112

「困った」をひとりにしない

相談した窓口から、必要な支援につなぎます

「重層的支援」
って？

［制度・分野を越えて連携・協働］

いま、困り事は多様化しています
こんな「困った」、身近にありませんか？

町が目指す姿
誰もがつながれる「地域共生社会」とは

一人ひとりにできること
あなたからできる、小さな一歩

暮らしの中では、悩みが重なることも… 芳賀町は
どう支援を
つなぐ？

困り事は、１つとは限らない。きれいに分けられないものです。

特別なことは必要ありません。無理に聞かずに、気にかける。それだけで十分です。

ー誰もがつながり、支え合えるまちへー
地域共生社会を目指して

気づく 声をかける つなぐ

話がまとまっていなくても、
まずお話を聞きます

困り事や本人の気持ちを
一緒に整理します

状況に応じて、関係する
部署や機関と連携します

受け止める

相談できる所を知っておこう どこに相談すれば良いか分からなくても大丈夫です。
まずは相談しやすい身近な窓口で、お話をお聞かせください。

整理する

つなぐ

ダブルケア
子育てと介護が重なり、

心身や生活に
負担を抱えている

暮らしの不安
収入の減少や病気が重なり、

生活の見通しが
たたない

ひきこもり
外出や人との関わりが
難しく、本人や家族が

悩んでいる

8050問題
80代の親が50代の子どもの

生活を支え、
行き詰まってしまう

ヤングケアラー
家事や家族の世話で、
学業や生活に負担が

生じている

健康福祉課

〈子どもと育児の総合相談〉 こども家庭センターにこっと（子育て支援課） ☎028（677）6040

〈障がい児者の総合相談〉 芳賀郡障害児者相談支援センター ☎0285（81）6565

〈法律や心配事、ひきこもりなどの相談〉
 福祉相談センターきぼう（芳賀町社会福祉協議会） ☎028（677）4711

〈福祉の総合相談〉 福祉係 ☎028（677）1112

〈高齢者の総合相談〉 地域包括支援センター係 ☎028（677）6080

〈介護保険に関する相談〉 介護保険係 ☎028（677）6015

〈健康に関する相談〉 健康係 ☎028（677）6042

芳賀町

医療

県東
健康福祉
センター

民生委員
・

児童委員

子育て

障がい

社会福祉
協議会

介護
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　暮らしの中の悩みは、一つとは限らず、いくつもの問題が重なり合うことがあります。町では、第3次芳賀町
地域福祉計画・地域福祉活動計画に基づき、その一つひとつを地域全体で受け止め、必要な支援につなぐ仕組
み作りを進めています。

　「介護」「子育て」「障がい」などの分野を越えて、町の各部署や関係機関が連携し、必要な支援
につなぐ仕組みです。
　「どこに相談したら良いか分からない」というときは、まずは身近な窓口へ。相談を受けた窓口
が内容に応じて必要な部署や支援機関につなぎ、一緒に支援の方法を考えます。

　家族、仕事、お金、健康のこと。いくつもの悩みが重なると、どこに相談すれば良いのか分からなくなることがあります。

　子どもから高齢者まで、障がいの有無に関わらず、誰もが地域の一員です。
　暮らしの困り事を、制度や分野ごとに分けることなく、町や支援機関・
地域が一緒に受け止める。困った時に誰かとつながれる。そんな、誰もが
安心して自分らしく暮らせる「地域共生社会」を目指します。

介護とひきこもり、子育てと生活の不安など、複数の問題が一人の
暮らしや一つの家庭の中で同時に起こることもあります。
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あなたからできる、小さな一歩

暮らしの中では、悩みが重なることも… 芳賀町は
どう支援を
つなぐ？

困り事は、１つとは限らない。きれいに分けられないものです。

特別なことは必要ありません。無理に聞かずに、気にかける。それだけで十分です。

ー誰もがつながり、支え合えるまちへー
地域共生社会を目指して

気づく 声をかける つなぐ

話がまとまっていなくても、
まずお話を聞きます

困り事や本人の気持ちを
一緒に整理します

状況に応じて、関係する
部署や機関と連携します

受け止める

相談できる所を知っておこう どこに相談すれば良いか分からなくても大丈夫です。
まずは相談しやすい身近な窓口で、お話をお聞かせください。
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〈子どもと育児の総合相談〉 こども家庭センターにこっと（子育て支援課） ☎028（677）6040

〈障がい児者の総合相談〉 芳賀郡障害児者相談支援センター ☎0285（81）6565
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 福祉相談センターきぼう（芳賀町社会福祉協議会） ☎028（677）4711
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